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シグマソサエティ ・ Ｓクラブとは  
  

シグマソサエティ・Ｓクラブとは、学校や地域に何か役立ちたいと考えている学生・生徒がつくるボランティアグ

ループで、ソロプチミストがスポンサーとなります。 

会員である学生・生徒たちが学校、ボランティアグループと協力しながら、高い水準と理想を持った学校づく

り、地域社会をよくするためのボランティア活動に取組むことによって、将来のリーダーとしての能力を発揮する

と同時に、友情を培い目標を達成したときの喜びを分かち合い、充実感を経験する場となることを、私たちソロ

プチミストは願っています。 

１人でできることには限りがあります。でも２人、３人と人数が集まることによって、より大きな力となります。自

分が何かの役に立つことを願い、そういう同じ志をもった仲間が集まって行動する、それがシグマソサエティ・Ｓ

クラブです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

シグマソサエティの“∑” は、ギリシャ語のアル

ファベット第１８字で、英語の Sにあたります。それ

は Service（奉仕）の S です。専門学校生・短大

生・大学生を対象にして結成されますが、会員が

所属する学校、地域を基盤にしています。 

 

 

 

 

 

 

 “Ｓ”クラブの“Ｓ”は、Service （奉仕）から名づ

けられましたが、School （学校） と Society （社

会） のために奉仕するという意味も含めています。

高校生・中学生を対象にして結成されますが、会

員が所属する学校、地域を基盤にしています。 

 

 

 

シグマソサエティ・Ｓクラブは、会員たちの手で細則を定め、組織を運営します。会員である学生の自主性を

重んじることによって、会員はその指導力を発揮し、将来のよき市民、リーダーとしての能力を伸ばしていきま

す。 

私達ソロプチミストはボランティアの機会が与えられた時に発揮する学生たちの力に感動すると共に、その活動

を助成することを目的としてシグマソサエティ・Ｓクラブをスポンサーしています。 

 

 国際ソロプチミストは、指導的立場で活躍する各界の女性たちが少しでもその能力を地域社会のために役立

てようと多忙な時間を割いて活躍している世界的組織です。 

 

 

1958年 国際ソロプチミストアメリカ連盟大会で S クラブをつくることを認める 

1966年 国際ソロプチミストアメリカ連盟大会でシグマソサエティ・S クラブをスポンサーすることを決定 

1990年 中学校内にも S クラブをつくることが認められる。 

2009年 3月連盟理事会において、連盟手続改正により、シグマソサエティ・S クラブのスポンサーシップ確認 

      書及びスポンサーシップ手数料は不要となる。 
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シグマソサエティ ・ S クラブ ガイド 
 

Ⅰ．はじめに 

 

シグマソサエティ・S クラブはソロプチミストと共に、地域でボランティア奉仕を実践したいという気持ちを浸

透させ「女性と女児の生活向上」というソロプチミストの使命を推し進める機会を与えます。 

シグマソサエティは大学、短期大学、専門学校、ボランティアグループの学生、S クラブは高等学校、中学

校、ボランティアグループの生徒を対象としており、現在、多くのクラブが男女学生・生徒を会員とするシ

グマソサエティ・S クラブをスポンサーしております。また、スポンサーに向けて活動されているかと思いま

す。シグマソサエティ・Sクラブのスポンサーは、学校・ボランティアグループに対し 1クラブが原則ですが、

複数のソロプチミストが共同してシグマソサエティ・S クラブをスポンサーすることも可能です。 

 

ソロプチミストクラブがシグマソサエティ・S クラブ作りを成功させるには、次の事項が必要です： 

 

1. スポンサーソロプチミストクラブの熱心な支え 

 

2. 学校当局の賛同 

 

3. シグマソサエティ・S クラブを作ることに興味のある若い女性・女児のグループ 

 

4. このプログラムに捧げる時間とエネルギーを有する献身的なソロプチミストの委員会（構成員 2、3人） 

 

5. 関心を寄せており、学生・生徒を支え導くことのできる学校顧問 

 

 

 

Ⅱ．シグマソサエティ・S クラブ結成のための段階的手順 
 

1. 若い女性または女児と共に活動することに興味があり、進んで時間を割くことのできるクラブ会員を

見つけます。 

 

2. クラブでシグマソサエティ・S クラブを作りたいとの意見が固まったなら、クラブは、どのようにそしてな

ぜシグマソサエティ・S クラブを作りたいのかを説明した資料を作成する必要があります。シグマソサ

エティ・S クラブはどのように活動するのか、ソロプチミストはどのようにしてシグマソサエティ・S クラブ

の会員を引き寄せるのか、支援にいくらの資金を割り当てるのか、どんな類いのボランティア活動プ

ロジェクトを実施するのかなどについてのガイドラインを含めて下さい。 

 

3. 学校・ボランティアグループの管理部門と接触し、熱意をもって、こういった組織が大学、学生、生徒、

地域にもたらす機会について説明してください。シグマソサエティ・S クラブはあらゆる能力や才能を

持った若い女性と女児を対象としたものであり、ソロプチミストによるスポンサーは、ボランティア活動

を通じて若い女性が変化をもたらすのを手助けする 1つの方法であることを説明してください。 

 

4. 奉仕に熱心でシグマソサエティ・S クラブの結成に興味があるかもしれない小人数のグループと話を

する機会を要請してください。学校・ボランティアグループ側の代表者に同席してもらってください。

（学校・ボランティアグループにアドバイザーまたは顧問を付けることを求めます。）ソロプチミストがス

ポンサーすることの目的について説明してください。学生・生徒たちは、自分の分野や地域でのリー

ダーであるソロプチミストにスポンサーされるのを誇りに思うでしょう。 
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5. 会員候補者がシグマソサエティ・S クラブの結成について強い思いを持っているという確かな意志表

示が見られたならば、スポンサーソロプチミストクラブと代表者は、学校・地域の通知や掲示板を通し

て、シグマソサエティ入会申込書（書式：Ｆ-1-∑・Ｆ-1-Ｓ）を渡すことによって、共同で会員を探すこと

ができます。この学生・生徒グループに協力を求め、説明会を 2、3 回行ってください。説明会は、異

なった日時に異なった場所での開催予定を立て、さまざまな場で宣伝してください。説明会では、ソ

ロプチミストとシグマソサエティ・S クラブの目的を紹介し、さらに多くの会員を引き寄せるために、シグ

マソサエティの初めてのボランティア活動プロジェクトについて話すのが有効かもしれません。 

 

《参考》 

認証申請書（書式：Ｆ-2-∑・Ｆ-1-Ｓ）は東リジョン事務局へ送付してください。 

 

6. 全ての関係者（シグマソサエティの会員、学校代表者又はボランティアグループ代表者、顧問、スポ

ンサーソロプチミストクラブの会員）に都合の良いように認証行事を手配してください。行事に掛かる

費用は、スポンサーソロプチミストクラブが負担します。 

 

 

《参考》 

クラブの招請があれば、ガバナーまたは代理が認証式に出席し、ガバナーの祝詞を読みます。認証

申請から認証式までは、約 2 ヶ月の余裕を見て下さい。 

 

7. 精神的支えと物理的存在感の両方で新しいグループを導く手助けをしてください。全ての活動に関

心を示し、必要なときは財政援助を提供します。地域内でできそうなプロジェクトや連絡先を提案し

てください。成功のためには、シグマソサエティ・S クラブ会員を継続して支えることが必要です。 
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クラブ例会において承認 

対象校・ボランティアグループを訪問

説明 

会員候補の募集をする 

学生・生徒に対しての説明会 

学校・ボランティアグループの賛同を

得る 

学校・ボランティアグループと結成に

ついて綿密に話し合う 

認証申請書 

認証通知の提出 

決定 
学校・ボランティアグループ側
にソロプチミストの組織、活動目
的をよく説明して理解して頂くこ
とが大切です。       

誠意と情熱をもって交渉に当たりま

しょう。 

よく理解されずに失敗に終わることも

ありますが、それでも度々学校・ボラ

ンティアグループを訪れ努力するこ

とで成功した例があります。 

必ず代表者とお会いし理解を
頂き設立の承諾を得ましょう。 

度々コンタクトを取ってくださ
い。 

クラブがスポンサーする目的を
はっきり示すことが肝心です。 

クラブ理事会は認証について
の予算、その他を検討し、例会
で会員の承認を得ます。 

学校・ボランティアグループの
窓口となる担当者を決めて頂き
ます。 

学生・生徒にシグマソサエティ・
Ｓクラブのパンフレットを渡しま
す。 

学校・ボランティアグループの
承諾が得られたら結成に向け
て、認証式の日取り他の打ち合
わせをします。 

会長以下の役員を決めてもらい
ます。 

認証式 

認証式の会場・形態については

学校・ボランティアグループの希

望を主体に、執り行うのが望まし

いです。 

シグマソサエティ・Ｓクラブをスポンサーするための手順 

学校・ボランティアグループ訪
問に持参する参考資料 
 
 シグマソサエティ・Ｓクラブの

パンフレット 
 

 クラブ参考資料（クラブ会
報・クラブリーフレット） 

 

候補となる学校・ボランティアグループ

を選択 

 

クラブの担当委員会は地域から
候補の学校・ボランティアグル
ープを探します。 

認証申請書、認証通知はリジョ
ン事務局へ提出 

認証状受領 
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Ⅲ．シグマソサエティ・S クラブの組織作り 
 

シグマソサエティ・S クラブの細則 

シグマソサエティ・S クラブの継続的な成功を確実にするには、チャーター会員はシグマソサエティ・S クラブを

運営管理する細則を作る必要があります。ソロプチミストの会員がチャーター会員と協力して、実用的な文書を

作成すべきです。含めるべき項目には、次のようなものがあります。 

 シグマソサエティ・S クラブの使命。 

 どんな人に会員資格があるのか、入会申し込み方法、会合への出席要件など、会員に適用される規約。 

 役員とその責務についての説明。役員には、会長、会長エレクトか副会長、セクレタリー、トレジャラーなど

を含めることができる。細則には、責務の説明に加え、指名と選出の手順も含める。 

 プログラム委員会、財務委員会など、必要な委員会についての説明。 

 会費を課す場合は、細則に記載する必要がある。 

 細則改正方法についての情報と手引。 

 

シグマソサエティ・S クラブの式典 

一貫性を維持するために、チャーター会員は、新会員を入会したり新役員を就任させる式典を企画したがるか

もしれません。こういった式典は、シグマソサエティ・S クラブの望みでどれだけフォーマルにもカジュアルにもで

きますし、また、シグマソサエティ・S クラブの個性を映し出すようにすべきです。 

 

シグマソサエティ・S クラブの会合の議事日程見本 

開会宣言（会長） 

出欠確認 

前回会合の議事録確認（セクレタリー） 

トレジャラー報告（トレジャラー） 

委員会報告 

未了議事 

新規議事 

閉会 

 

Ⅳ．プログラムについてのアイデア 
 

シグマソサエティ・S クラブの使命は、学校と地域にボランティア活動を提供することであるべきです。プロジェク

トは、女性と女児の生活向上というソロプチミストの使命達成を助けるものにする必要があります。ソロプチミスト

クラブは、シグマソサエティ・S クラブの会員が興味を持つボランティア活動プロジェクトを特定するのを助け、プ

ロジェクトを計画し実行に移すのを助ける必要があります。ソロプチミストクラブはまた、ソロプチミストのプロジェ

クトにシグマソサエティ・S クラブの会員を交えることを望むかもしれません。以下は、シグマソサエティ・S クラブ

が興味を抱きそうなボランティア活動プロジェクトの例です： 

 

●シグマソサエティ 

 求人応募に関するプログラム ― 履歴書の書き方や面接の上手な受け方について、女性を対象にセミナ

ーを開催する。給料の交渉についてのセクションも含める。 

 HIV／エイズがどのように女性に影響を及ぼすのかについての啓発キャンペーン。HIV／エイズ感染女性

を援助する。 

 3月 8日の「国際女性デー」を祝って、女性史に関する講演会を開催する。 

 女児のために大学フォーラムを開催する。大学の選択、願書の記入、小論文の書き方について女児に情

報を提供する。 
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 シェルターに暮らす女性と子どものために、食料や衣類の収集活動を行う。 

 個人指導プログラムを通じて、恵まれない女児や移民の女児のために活動する。 

 特別のニーズを持った女児のための学校でボランティアを行う。 

 女性にとって非伝統的な職業に関するセミナーを開催する。 

 ビジネスに備えて若い女性が身につけるものを充実させるには何ができるのかを判断するために、地域の

雇用機会についての調査と、女子卒業生の追跡調査を行う。 

 「夢を拓く」プログラムに参加する。地元の高校の協力を得てメンタリングの効果がありそうな女児を見つけ

る。 

 女性の健康についての意識を高める研修会、セミナー、行事に参加する。 

 女性を対象とした成人の識字プログラムに関わる。 

 経済的に恵まれない女性のために面接に適した衣類を無償提供するプログラムで、ボランティア活動を

行う。 

 投票の大切さと投票プロセスについて女性と女児を教育する。 

 自信、責任感、チームワーク、意思決定を形成する、女児のためのリーダーシップ技能を開発する。 

 

●S クラブ 

 「夢を拓く」キャリア・サポートの女子中高生の助言グループとして活動する。 

 特別のニーズを持った女児のための学校でボランティアを行う。 

 女児を対象とした自尊心セミナーの企画。内容には、ダンスや演劇の講習、女児に影響を及ぼす保健問

題、自己防衛などに関するものを含むことができる。 

 「アース・デ－」に参加し、環境分野の講師を学校に招いてダイオキシンが女性や女児に及ぼす影響に

ついて話をしてもらう。環境の専門家を招き、ダイオキシンにさらされることが、卵巣がんや乳がんの危険

性など、女性にとって多くの種類の医学的問題にどのようにつながっているかについて話してもらう。 

 ドメスティック・バイオレンス・シェルターのために、食料や衣類の収集活動を設立する。 

 地元のドメスティック・バイオレンス・シェルターのために玩具や書籍を寄贈する。 

 個人指導プログラムを通じて、恵まれない女児や移民の女児のために活動する。 

 「ヴァイオレット・リチャードソン賞」にまつわるプログラムを（ソロプチミストクラブと）共催する。 

 ペンパル・プログラムを設立し、クラブの会員に他の学校や国の女児と文通するよう奨励する。 

 自信、責任感、チームワーク、意思決定を形成する、女児のためのリーダーシップ技能を開発する。 

 

 

Ⅴ．ソロプチミストクラブと学校・ボランティアグループ顧問の役割 
 

ソロプチミストクラブ 

シグマソサエティ・S クラブを認証するだけで、スポンサーソロプチミストクラブと委員会の任務が終了したわけで

はありません。スポンサーされたシグマソサエティ・Sクラブの継続的な成功は、スポンサーソロプチミストクラブと

シグマソサエティ・S クラブの間のつながりと友好関係を維持することに掛かっています。この関係を築き維持す

るには多くのやり方があります。例えば： 
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1. シグマソサエティ・S クラブ会員の指導力訓練の一環として、会員をソロプチミストの社交行事、ボランティ

ア行事、募金行事に加わらせる。 

2. 用品（槌、ピンなど）を、スポンサーしているシグマソサエティ・S クラブに贈る。 

3. シグマソサエティ・S クラブのためにやりがいのあるプロジェクトを提案する。面白くて勉強になるプログラム

の開発について会員を指導する。 

4. 可能なときにはいつでも、プログラム委員会に属するソロプチミスト会員（およびその他関心を抱いている

クラブ会員）を、交代でシグマソサエティ・S クラブの定期会合に出席させる。シグマソサエティ・S クラブに

は、自分たちのプログラムやプロジェクトへのスポンサークラブの関心を常に意識させておく必要がありま

す。 

5. ソロプチミストクラブと学校・ボランティアグループ顧問の連絡役を務める会員を任命する。 

 

学校・ボランティアグループ顧問 

学校・ボランティアグループ顧問は、学校・ボランティアグループの慣例や自分自身の興味により、必要に応じ

て関わることができます。 

 



 8 

 

 

 

国際ソロプチミスト日本東リジョン手続 

 

 Ｉ スポンサーしている組織 

  ソロプチミストの目的を達成するため、日本東リジョンはクラブが単独または共同でベンチ

ャークラブ、シグマソサエティ、およびＳクラブの組織をスポンサーすることを奨励する。  

   

1. ベンチャークラブ、シグマソサエティ、Ｓクラブ 

 

  I-1-1 ベンチャークラブ ソロプチミストの使命に賛同する若い女性のボランティア 

       グループを対象とする。 

  I-1-2 シグマソサエティ  短大、大学レベルの若者によるボランティアグループを対象 

     とする。 

  I-1-3 Sクラブ      中学、高校レベルの若者によるボランティアグループを対象 

     とする。 

  

2.認証式及び財務 

 

 I-2-1 各認証式に、リジョンガバナー名でお祝い状とお祝い金を贈る。金額については

理事会がこれを決定する。 

 I-2-2 ベンチャークラブ、シグマソサエティおよびＳクラブの認証式においてプログラ

ム委員会はクラブを補佐する。 

 I-2-3 ベンチャークラブ、シグマソサエティおよびＳクラブの認証式の指導ならびに認

証式に出席するガバナー、または代理の交通費・日当・宿泊費・登録料はスポン

サーするクラブが負担する。 

 

 

（2017.2.8改正） 

シグマソサエティ・S クラブに関する規約 
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シグマソサエティ スポンサーシップ評価表（クラブ保管） 
 

毎年、ソロプチミストクラブは、シグマソサエティをスポンサーすることの成果を評価する必要があ

ります。数多くのプログラムやプロジェクトが、毎年クラブの注目を引こうとひしめき合っています。

現行のプログラムを評価することによって、クラブは確実に会員の時間や資源を最大限に活用するこ

とができます。 

 

Ⅰ．プログラム 

A． 本年にシグマソサエティが実施したプログラムや奉仕活動について述べてください。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

B． シグマソサエティのプロジェクトから恩恵を受けた人は何人に上りましたか？  

C． 恩恵を受けた人のうち、女性と女児は何人でしたか？  

Ⅱ．募金活動 

A． シグマソサエティで何らかの募金活動を行いましたか？    はい    いいえ 

B． 集まったお金はいくらでしたか？          

C. その募金活動について述べてください。  

  

  

D. そのお金は何に使われましたか？  
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Ⅲ．ソロプチミストの支援 

A． 本年にソロプチミストクラブからシグマソサエティに提供された支援について述べてください。 

  

  

  

  

  

B． シグマソサエティとソロプチミストクラブは共同の奉仕プロジェクトに参加しましたか？ 詳細

を述べてください。 

  

  

C． ソロプチミストクラブは、シグマソサエティ会員のために指導力を伸ばす機会を提供しました

か？ 詳細を述べてください。 

  

  

  

  

Ⅳ．評価 

A． ソロプチミストの目的は、女性や女児の生活を向上させることです。シグマソサエティをスポン

サーすることは、この目的を果たすものとなっていますか？   はい    いいえ 

B． シグマソサエティをスポンサーすることにより、「SIA 戦略的計画」のゴールを果たせています

か？    はい    いいえ 

＊「SIA戦略的計画」については、SIAウェブサイトを訪れてください。 

Ⅴ．評価結果 

評価を経てソロプチミストクラブが達した結論について述べてください。 
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シグマソサエティ細則（見本） 
 

以下はシグマソサエティの細則の見本です。シグマソサエティとスポンサー ソロプチミストクラブは、シグマソサ

エティの個性を反映させるとともに学校側の要件を考慮に入れ、この細則を修正し採択する必要があります。 

 

 

第 I条 ― 名称 

第1項 本組織の名称は、               シグマソサエティとする。 

 

第 II条 ― 目的 

第1項 本シグマソサエティの目的は次の通りとする： 

a． 若い女性に、ビジネスや専門職の世界で、また地域の問題において指導的役割を担う準備をさせ

る。 

b． 女性と女児の生活を向上させる。 

c． 大学と地域社会の役に立つ。 

d． 大学当局と協力し、高い水準と理想を備えた大学環境を作り出す。 

 

第 III条 ― 会員 

第1項 本シグマソサエティの会員は、大学で率先力、指導力を示している女子学生とする。 

第2項 入会は申し込みによる。 

第3項 会員は学年間でできるだけ均等に配分する。 

第4項 新会員は各新学期の正式登録から 4週間以内に入会させる。 

第5項 交換学生を会員に迎えることができる。 

 

第 IV条 ― 役員 

第1項 役員は、会長、副会長、セクレタリー、トレジャラーとする。 

第2項 役員は選出後に就任し、1年間または後任者が就任するまで在職する。 

第3項 役員の責務： 

a． 会長は、シグマソサエティの全ての会合で議長を務め、必要な場合学生の活動でシグマソサエティ

を代表し、全ての委員会を任命し、指名委員会を除く全ての委員会の職権上の委員になる。 

b． 副会長は、会長が不在の場合にその職務を代行し、プログラム委員会の委員長を務める。 

c． セクレタリーは、シグマソサエティの全会合の議事録を記録し、会員名簿と出席簿を管理し、全ての

公式の通信業務を行い、会合の通知を作成し、会長を助け各学期の終わりにスポンサー ソロプチミ

ストクラブのために活動報告を作成する。 

d． トレジャラーは、会費を徴収し、出納簿をつけ、毎月シグマソサエティに会計報告を行う。 

 

第 V条 ― 指名と選挙 

第1項 会長は 3月の業務例会で 3名から成る指名委員会を任命する。 

第2項 指名委員会は各役職に対して 1名以上を指名する。 

第3項 指名委員会の報告は、4 月の例会で読み上げる。指名は、被指名者の同意を得た上で議場から行うこ

ともできる。 

第4項 選挙は 5月の例会で行う。出席投票者の過半数得票をもって選出となる。 

第5項 学校顧問（1名または複数）は学校の管理部門によって任命され、後任者が任命されるまで在職する。 
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第6項 会長職が欠員となった場合には副会長が会長になる。その他の役員が欠員となった場合には、指名

委員会が直後の業務例会で報告する。指名は議場から行うこともでき、シグマソサエティが空席を埋め

る役員を選出する。 

 

第 VI条 ― 会合 

第1項 例会は毎月 2回とする。 

第2項 会合の日時と場所は、学校顧問の承認を得た上で会員が決定し、ソロプチミストのアドバイザーにも通

知する。 

第3項 特別会合は、48 時間前までに全会員に通知し、学校顧問かソロプチミストのアドバイザーの同意を得

た上で会長によって招集することができる。 

第4項 定足数は会員の過半数とする。 

 

第 VII条 ― 委員会 

第1項 プログラム委員会は、毎月のプログラム例会を計画し実施する。 

第2項 奉仕委員会は、奉仕プログラムについて調査研究し、学校顧問の承認を得て会員に提示する。シグマ

ソサエティが選んだプロジェクトの完遂を監督、指揮する。 

第3項 資金調達委員会は、奉仕のためのお金を（一般から）集める方法について提案する。 

第4項 広報委員会は、シグマソサエティがスポンサーする全ての活動の広報を行う。 

第5項 財務委員会は、退任を控えた会長、退任を控えたトレジャラー、学校顧問で構成し、5月の業務例会で

会員の承認を受けるために予算を提出する。 

 

第 VIII条 ― 会費 

第1項 会費は学期ごとに          とする。 

第2項 本シグマソサエティの会計年度は、7月 1日から 6月 30日とする。 

第3項 本シグマソサエティが解散した場合は、残余資金は                 大学に復帰する。 

 

第 IX条 ― 改正 

第1項 本細則は、スポンサー ソロプチミストクラブの賛同があれば改正することができる。 

第2項 改正の提案は、地元のスポンサー ソロプチミストクラブを通じて本シグマソサエティから提出することが

できる。 

 

第 X条 ― 議事法権威 

第1項 本細則に特記されていない全ての手続問題については、最新版「ロバート議事法」が議事法権威とな

る。 

 

《参考》 

組織の運営に細則は欠くことのできないものですが、学校・ボランティアグループによって実情にそぐわない項

目もあるかと思います。この細則（見本）は、第Ⅸ条-改正 にあるように、スポンサーソロプチミストの同意で改

正することもできます。青少年が組織とは何か、組織を運営するということは何かを学ぶ良い機会だと捕らえ、

学校・ボランティアグループの理解を得るように努力し、細則を作成してください。 
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“Ｓ”クラブ スポンサーシップ評価表（クラブ保管） 
 

毎年、ソロプチミストクラブは、“S”クラブをスポンサーすることの成果を評価する必要があります。数多くのプロ

グラムやプロジェクトが、毎年クラブの注目を引こうとひしめき合っています。現行のプログラムを評価することに

よって、クラブは確実に会員の時間や資源を最大限に活用することができます。 

 

Ⅰ．プログラム 

A． 本年に“S”クラブが実施したプログラムや奉仕活動について述べてください。 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

B． “S”クラブのプロジェクトから恩恵を受けた人は何人に上りましたか？  

C． 恩恵を受けた人のうち、女性と女児は何人でしたか？  

Ⅱ．募金活動 

A． “S”クラブで何らかの募金活動を行いましたか？    はい    いいえ 

B． 集まったお金はいくらでしたか？          

C. その募金活動について述べてください。  

  

  

D. そのお金は何に使われましたか？  
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Ⅲ．ソロプチミストの支援 

A． 本年にソロプチミストクラブから“S”クラブに提供された支援について述べてください。 

  

  

  

  

  

B． “S”クラブとソロプチミストクラブは共同の奉仕プロジェクトに参加しましたか？ 詳細を述べてください。 

  

  

C． ソロプチミストクラブは、“S”クラブ会員のために指導力を伸ばす機会を提供しましたか？ 詳細を述べてく

ださい。 

  

  

  

  

Ⅳ．評価 

A． ソロプチミストの目的は、女性や女児の生活を向上させることです。“S”クラブをスポンサーすることは、こ

の目的を果たすものとなっていますか？    はい    いいえ 

B．  “S”クラブをスポンサーすることにより、「SIA戦略的計画」のゴールを果たせていますか？ 

         はい    いいえ 

＊「SIA戦略的計画」については、SIA ウェブサイトを訪れてください。 

Ⅴ．評価結果 

評価を経てソロプチミストクラブが達した結論について述べてください。 
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“Ｓ”クラブ細則（見本） 
以下は“S”クラブの細則の見本です。“S”クラブとスポンサー ソロプチミスト・クラブは、“S”クラブの個性を反映

させるとともに学校側の要件を考慮に入れ、この細則を修正し採択する必要があります。 

 

第 I条 ― 名称 

第1項 本組織の名称は、               “S”クラブとする。 

 

第 II条 ― 目的 

第1項 本クラブの目的は次の通りとする： 

a． 女性と女児の生活向上という“S”クラブの使命を特に重視しつつ、学校と地域社会の役に立つ。 

b． 学校当局と協力し、高い水準と理想を備えた学校環境を作り出す。 

c． 会員に、ビジネスや専門職の世界で指導的役割を担う準備をさせる。 

 

第 III条 ― 会員 

第1項 本クラブの会員は、学校の課外活動で率先力、指導力を示しており、在学中を通して良好な学業記録

を維持している、奉仕に熱心な女児とする。 

第2項 会員は学年間でできるだけ均等に配分する。 

第3項 卒業を控えた最上級生、その他の欠員に代わる新会員は、次の要領で会員に迎え入れる。 

 毎年 3 月 1 日までに、興味のある学生は学校顧問から入会申込書を入手するよう呼び掛ける案内を回

覧する。 

 申込書は、良好な学業成績その他の学校の基準について、（学校の方針に則って）学校顧問が審査

する。顧問の承認の後、申込書はクラブに提出される。 

第4項 会員は、（学校顧問が認める正当な理由がある場合を除き）3 回連続して会合を欠席したり 2 回連続し

て奉仕プロジェクトに参加しなかった場合、または学期が始まってから 6 週間以内に会費を納めなかっ

た場合、理事会、ソロプチミストのアドバイザー、学校顧問の判断により会員の権利を失うことがある。 

第5項 外国からの交換学生を名誉会員に迎えることができる。 

 

第 IV 条 ― 役員 

第1項 役員は、会長、副会長、セクレタリー、トレジャラーとする。 

第2項 役員は選出後に就任し、1年間または後任者が就任するまで在職する。 

第3項 役員の責務： 

a． 会長は、クラブの全ての会合で議長を務め、必要な場合学生の活動でクラブを代表し、全ての委員

会を任命し、指名委員会を除く全ての委員会の職権上の委員になる。 

b． 副会長は、会長が不在の場合にその職務を代行する。 

c． レコーディング・セクレタリーは、クラブと理事会の全会合の議事録を記録し、会員名簿と出席簿を管

理し、クラブの永久保存記録の保管者になり、全ての公式の通信業務を行い、校内誌のために行事

カレンダーと会合通知を作成し、ソロプチミストクラブのために月例報告を作成する。 

d． トレジャラーは、会費を徴収し、出納簿をつけ、高校が推奨する手続に則って預金し、毎月クラブに

会計報告を行い、予算委員会の委員になる。 

e． 各役員は、任期の終了時に役職に関連した活動について報告書を作成する。 

 

第 V 条 ― 役員の指名と選挙、顧問 

第1項 3名の委員から成る指名委員会は会長が任命する。 
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第2項 指名委員会は各役職に対して 1名以上の被指名者を指名する。 

第3項 指名委員会の報告は、4 月の例会で読み上げる。指名は、被指名者の同意を得た上で議場から行うこ

ともできる。 

第4項 選挙は 4月 1日から 5月 15日の間に行い、投票によるものとする。過半数得票をもって選出となる。 

第5項 学校顧問（1名または複数）は学校の管理部門によって任命／承認される。任期に制限は設けない。 

第6項 会長職が欠員となった場合には副会長が会長になる。その他の役員が欠員となった場合には、指名委員

会が直後の会合で報告する。指名は議場から行うこともでき、クラブが空席を埋める役員を選出する。 

 

第 VI 条 ― 会合 

第1項 会合は学校年度の間毎月 2回とし、毎月          に開催する。選択肢：1回は業務例会に、もう

1回はプログラム例会にできる。 

第2項 会合の日時と場所は、高校の管理部門と顧問の承認を得た上で会員が決定する。 

第3項 例会には毎回、少なくとも 1人のソロプチミスト・アドバイザーおよび／または 1人の学校顧問が出席する。 

第4項 特別会合は、48 時間前までに全会員に通知し、学校顧問かソロプチミストのアドバイザーの同意を得

た上で会長によって招集することができる。 

第5項 定足数は会員の過半数とする。 

 

第 VII 条 ― 委員会 

第1項 メンバーシップ委員会は、新会員獲得のための計画（第Ⅲ条第 3項）を実行に移す責任を負う。 

第2項 プログラム委員会は、毎回のプログラム例会を計画し担当する。 

第3項 奉仕委員会は、奉仕プログラムについて調査研究し、ソロプチミスト・アドバイザーと学校顧問の承認を

得て会員に提示する。委員会はクラブが選んだプロジェクトの完遂を監督、指揮する。 

第4項 広報委員会は、“S”クラブがスポンサーする全ての活動の広報を行い、半年ごとの“S”クラブの活動の

通知をスポンサー ソロプチミストクラブに送る。 

第5項 予算委員会は、退任を控えた会長、退任を控えたトレジャラー、学校顧問で構成し、5 月の業務例会で

会員の承認を受けるために予算を提出する。 

第6項 資金調達委員会は、奉仕と運営費用のためのお金を集める方法について提案する。ソロプチミスト・ア

ドバイザー、学校の顧問、運営部門の同意の下、クラブの承認を得た全てのプロジェクトを推進する。 

 

第 VIII 条 ― 会費 

第1項 会費は年間          とする。 

第2項 本“S”クラブが解散した場合は、残余資金は               学校に復帰する。 

 

第 IX 条 ― 改正 

第1項 本細則は、スポンサー ソロプチミストクラブの賛同があれば改正することができる。 

第2項 改正の提案は、地元のスポンサー ソロプチミストクラブを通じて本“S”クラブから提出することができる。 

 

第 X 条 ― 議事法権威 

第1項 本細則に特記されていない全ての手続問題については、最新版「ロバート議事法」が議事法権威となる。 

《参考》組織の運営に細則は欠くことのできないものですが、学校・ボランティアグループによって実情にそぐ

わない項目もあるかと思います。この細則（見本）は、第Ⅸ条-改正 にあるように、スポンサーソロプチミストの

同意で改正することもできます。青少年が組織とは何か、組織を運営するということは何かを学ぶ良い機会だと

捕らえ、学校・ボランティアグループの理解を得るように努力し、細則を作成してください。 
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シグマソサエティ誓約 

 

私は、シグマソサエティの一員として、学校（      ）と地域社会のために奉仕し、

会員と協力して活動とリーダーシップにおいて高い水準と理想を推進し、市民として

のより高い自覚を持つことを誓います。 

 

 

 

 

 

 

 

 “Ｓ”クラブ誓約 

 

私は、          高等（中）学校（        ）“Ｓ”クラブで誠意をもって活動

することを誓います。 

私は、“Ｓ”クラブの目的である｢友情、リーダーシップと学校（       ）および地域

社会への奉仕｣を実行します。 

私は、誠心誠意スポンサーソロプチミスト および “Ｓ”クラブ会員と協力し、学校

（       ）と地域社会で、良き市民として、また健全な精神をもって行動すること

を誓います。 

 

 

 

 

 

注：学校以外の組織については適宜に言葉を改めて誓約を準用する。 
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 認証式台本（例） 

順  序 内    容 

司会 

 

来賓入場 

 

 

司会 

 

 

 

 

1.開会宣言 

スポンサークラブ会長 

 

2.会旗に礼 

司会 

 

3.来賓紹介 

司会 

 

 

 

 

4.出席クラブ紹介 

司会 

 

 

 

 

5.スポンサークラブ会長

挨拶 

司会 

 

 

スポンサークラブ会長 

 

 

 

 

 

6.シグマソサエティ・Ｓク

ラブの認証 

司会 

 

司会 

 

 

 

司会 

「間もなく開会でございます。 

 

スポンサークラブ会員の先導にて入場。（会員は起立にて迎える） 

全員着席を確認。 

 

「私、本日の司会を務めますスポンサークラブ・国際ソロプチミスト（クラブ名）、（委員

会名）委員長（氏名）でございます。 

よろしくお願い致します。」 

 

「開会宣言を、スポンサークラブ会長（氏名）にお願い致します。 

 

「ただ今より、（学校名・ボランティアグループ名）シグマソサエティ・Ｓクラブの認証式

を行います。 

 

「会旗に一礼いたします。お立ちください。礼。お座りください。」 

 

「本日の認証式のために、ご多忙の中をご来賓がご出席下さいましたのでご紹介申

し上げます。」 

 

・役職により順次紹介 

・拍手は、一人づつ盛大に 

 

・リジョン役職者紹介 

・姉妹クラブ紹介 

・スポンサークラブ紹介 

 

 

 

「続きまして、スポンサークラブ・国際ソロプチミスト（クラブ名）（氏名）会長の挨拶で

ございます。 

 

「挨拶」 

・来賓、リジョン役職者、出席クラブへの謝辞 

・シグマソサエティ・Ｓクラブへのお祝いの言葉 

・設立過程報告など入れてもよい 

・学校・ボランティアグループへのお礼の言葉        等々 

 

 

「ただ今からシグマソサエティ・Ｓクラブの会員認証に移ります。」 

 

「司会替わりました。（ここで司会が替わることになるが、今までの司会者がそのまま

兼ねてもよい）（クラブの担当委員会）委員の（氏名）です。よろしくおねがいしま

す。」 

 

「お名前を呼びますので、起立して会旗に対し、宣誓をお願い致します。」 
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順  序 内    容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポンサークラブ 

介添え 2名 

 

 

 

シグマソサエティ・Ｓクラ

ブ新会員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スポンサークラブ会長 

 

 

  

 

新会員 

 

 

７．役員認証 

司会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・ 全図の如く、名前を呼ばれたものは返事をして指定の場所に立

つ。 

・ スポンサークラブ会長から、ピンとリボンを手渡されると左手に持

ち、宣誓を行う。 

・ 自席に戻ってから、ピンは左胸に、リボンは右胸に付ける。 

・ 会長には、リボンのみが手渡される。 

 

――― リボン・会員ピンを手渡される ――― 

 

「あなた方は（学校・ボランティアグループ名）シグマソサエティ・Ｓクラブの会員となら

れたことを宣誓しますか？」 

 

――― 右手を挙げ、会旗（正面パネル）に対し ――― 

 

「はい、宣誓します。」 

 

――― 右手を下ろし、正面に一礼、後ろを向き 

出席メンバーに一礼し、自席へ ――― 

 

「続きまして      シグマソサエティ・Ｓクラブ役員の認証を行います。コサージュ

をお渡しして、役職を読み上げますのでその後に、宣誓をお願いします。」 

・ 介添え 1は、①の黒盆に、会員ピン・リボンを一列の人数分のせ

て、会長と共に進む。 

・ 会長は一人一人にリボンとピンを渡す。 

介添え 2は、同様に黒盆に整えておく。 

壇 上 

・ アルファベット順に名前を呼ぶ。新メンバーの人数、

会場の広さにより一列の人数を決める。（5～8人） 

・ 壇上が広い場合は登壇する。 

会員認証：Ａ，Ｂ，Ｃ順に着席 
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順  序 内    容 

司会 

 

 

 

 

スポンサークラブ会長 

 

 

 

トレジャラー（会員） 

 

スポンサークラブ会長 

 

 

司会 

 

 

 

 

スポンサークラブ会長 

 

 

コレスポンディング 

セクレタリー（会員） 

 

スポンサークラブ会長 

 

 

司会 

 

 

 

スポンサークラブ会長 

 

 

 

レコーディング 

セクレタリー（会員） 

 

スポンサークラブ会長 

 

 

 

司会 

 

 

 

 

スポンサークラブ会長 

 

 

 

「トレジャラー      （氏名）    」 

 

「会長 コサージュをお渡し下さい。」 

――― （  ）色のコサージュを渡す ――― 

 

「会計帳簿を正しく記帳するには、特別の能力を必要とします。あなたは全ての収入

と支出を記帳し、業務例会の時に報告書を提出しなければなりません。」 

「あなたはその任務を遂行することを約束しますか？」 

 

「はい、約束します。」 

 

「それでは、あなたは    年度の   シグマソサエティ・Ｓクラブトレジャラーに就

任されたことを宣言します。」 

 

コレスポンディングセクレタリー（氏名）    」 

 

「会長 コサージュをお渡し下さい。」 

――― （  ）色のコサージュを渡す ――― 

 

「あなたはクラブの広報担当の役割と、通信分野を担当します。外部の人たちとも友

好的に協力を計ってください。」 

「あなたはこの使命を果たしくださいますか？」 

 

「はい、果たします。」 

 

「それでは、あなたは    年度の   シグマソサエティ・Ｓクラブのコレスポンディ

ングセクレタリーに就任されたことを宣言します。」 

 

「レコーディングセクレタリー （氏名）    」 

「会長 コサージュをお渡し下さい。」 

――― （  ）色のコサージュを渡す ――― 

 

「レコーディングセクレタリーはクラブの記録を担当します。記録は正確でなければ

なりません。例会に出席してそれらの記録を取り永久保存記録の管理者となります。

ソロプチミストクラブに年度報告書を提出してください。」 

「あなたは全力を尽くしてこの任務を果たしますか？」 

 

「はい、果たします。」 

 

「それでは、あなたは    年度の   シグマソサエティ・Ｓクラブのレコーディング

セクレタリーに就任されたことを宣言します。」 

 

 

「副会長 （氏名）    」 

 

「会長 コサージュをお渡し下さい。」 

――― （  ）色のコサージュを渡す ――― 

 

「あなたは、副会長として会長の代役を務めます。あなたはいつ会長に替わって司

会をしなければならなくなるかも知れません。常に例会に出席する義務を負うと同時

に委員会活動、奉仕事業等の計画をよく知っている義務があります。」 

「あなたはこの大きな任務を引き受けてくださいますか？」 
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順  序 内    容 

副会長（会員） 

 

スポンサークラブ会長 

 

 

司会 

 

 

 

 

スポンサークラブ会長 

 

 

 

 

 

会長（会員） 

 

スポンサークラブ会長 

 

 

司会 

 

 

 

 

8.認証状授与 

司会 

 

 

 

 

司会 

 

スポンサークラブ会長 

 

 

 

 

 

 

司会 

 

 

新会員全員 

 

 

9.祝い品贈呈の場合 

司会 

 

 

両会長 

「はい、果たします。」 

 

「それでは、あなたは    年度の   シグマソサエティ・Ｓクラブの副会長に就任さ

れたことを宣言します。」 

 

「     シグマソサエティ・Ｓクラブ会長 （氏名）    」 

 

「（スポンサークラブ名） 会長 おねがいします。」 

――― 会長にピンと赤色のコサージュを渡す ――― 

 

「あなたの任務は業務の最終責任をとることです。あなたはすべての例会を司会し、

すべての委員会を任命し、必要に応じてクラブを代表します。リーダーシップにおい

てグループの指導はとても大切です。会員に励ましと正確な意思の伝達がなされる

よう努力して下さい。会員がよい仕事をした時は充分に褒めることです。」 

「あなたはこの高い役職に含まれる任務を引き受けてくださいますか？」 

 

「はい、お引き受けします。」 

 

「それでは、あなたは    年度の   シグマソサエティ・Ｓクラブの会長に就任され

たことを宣言します。」 

 

「皆様、ご就任おめでとうございます。シグマソサエティ・Ｓクラブ （氏名） 会長、ス

ポンサーシップ会長のお隣にお着きください。」 

 

あらかじめ、会長席の隣にシグマソサエティ・Ｓクラブ会長の席

を用意しておく 

 

「認証状を、スポンサークラブ会長から授与します。」 

 

 

―――セクレタリーから会長へ認証状を渡す――― 

 

「シグマソサエティ・Ｓクラブ会長は前へどうぞ、新会員の皆様はご起立下さい。」 

 

 

「（認証状を読む）」 

 

―――読み終わった認証状を新会長に渡す――― 

 

―――認証状を受け取り、一礼。正面を向き、新会員に認証状を掲げ、一礼 

自席に戻る―――。 

 

「続いて、シグマソサエティ・Ｓクラブ会員はシグマソサエティ・Ｓクラブ誓約をご唱和

下さい。」 

 

「シグマソサエティ・Ｓクラブ誓約」   ―――唱和――― 

 

 

「次にスポンサークラブ、国際ソロプチミスト   から    シグマソサエティ・Ｓクラ

ブに、記念のお祝い金（記念品・助成金）を贈呈します。両クラブ会長は中央へどう

ぞ。」 
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順  序 内    容 

 

司会 

 

10.来賓祝辞 

司会 

 

 

来賓 

 

 

司会 

 

 

 

 

 

 

 

11.ガバナーメッセージ 

司会 

 

 

 

12.シグマソサエティ・  

Ｓクラブ会長謝辞 

司会 

 

シグマソサエティ・Ｓクラ

ブ会長 

 

 

 

13.祝電披露 

司会 

 

 

 

 

 

 

司会 

 

14.シグマソサエティ・Ｓ

クラブソング 

司会 

 

 

新会員全員 

 

司会 

 

―――お祝い金を手渡す――― 

「ご着席下さい。」 

 

 

「それではご臨席のご来賓からご祝詞をいただきます。」 

「     様お願いいたします。」 

 

「祝詞」 

 

 

「ありがとうございました。続きまして・・・・」 

シグマソサエティ・Ｓクラブ新会長は来賓祝詞が終わると、立ち上がり軽く

一礼する。 

 

地域 

学校関係 

他 

 

ガバナーよりお祝いのことば（ガバナーが出席していない場合は、代理またはクラブ

会員が代読） 

「ありがとうございました。」 

 

 

 

 

「続きまして     シグマソサエティ・Ｓクラブ会長より謝辞を申し上げます。」 

 

「謝辞」 

スポンサークラブは出席者に対して謝辞を述べる 

 

 

 

 

本日の認証式に、沢山の祝電が寄せられておりますので、ご披露させていただきま

す。」 

 

 

 

 

 

「時間の都合にて電文はここで省略いたします。以上でございます。」 

 

 

「では、The‘S’Student’s Song を斉唱いたします。シグマソサエティ・Ｓクラブ会員

はご起立下さい。」 

 

「The‘S’Student’s Song」 

 

「ご着席下さい。」 
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順  序 内    容 

司会 

 

スポンサークラブ会長 

「それでは、閉会宣言をスポンサークラブ、国際ソロプチミスト         会長お

願いいたします。」 

 

「これをもちまして    シグマソサエティ・Ｓクラブの認証式を終わります。」 

 

―――来賓退場――― 

 

この認証式台本（例）は、あくまでも参考です。それぞれのクラブでソロプチミストとしての品格を保ち、学

校・ボランティアグループのご意見を大切にプログラムを考え、印象に残る素晴らしい認証式を計画してく

ださい。 

 

認証式に用意するもの 

 認証状 

 認証状に、スポンサークラブ会長とセクレタリーのサインをする。 

 シグマソサエティ・Ｓクラブ 会旗 （東リジョン事務局より借りる） 

 スポンサークラブ会旗 

 シグマソサエティ・Ｓクラブ会員ピン 

 シグマソサエティ・Ｓクラブ会員リボン・役員用リボン（コサージュ）を会員数用意。 

会員リボン 黄色 役員リボン（コサージュ） ピンク  会長リボン（コサージュ） 赤 
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Ｆ-1-∑ 入会申込書（シグマソサエティ用） 

Ｆ-1-Ｓ 入会申込書（“Ｓ”クラブ用） 
 （提出の必要はありませんので、クラブで保管してください。） 

 

Ｆ-2-∑ 認証申請書（シグマソサエティ用） 

Ｆ-2-Ｓ 認証申請書（“Ｓ”クラブ用） 
 （リジョン事務局へ提出してください。） 

 

Ｆ-3 役員名簿 
 （提出の必要はありませんので、クラブで保管してください。） 

 

Ｆ-4 認証式通知 
 （リジョン事務局へ提出してください。） 

 

Ｆ-5 変更届 
（クラブ名称が変更になったときには、リジョン事務局へ提出してくださ

い。） 

 

Ｆ-6 廃止届 
（スポンサーを取り止めたときは、リジョン事務局へ提出してください。） 

 

Ｆ-7 変更届 
（スポンサークラブが変更になったときに、リジョン事務局へ提出してくだ

さい。） 

 

書式 
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クラブ保管（部外秘） 

 

入 会 申 込 書 
 

 シグマソサエティ 
 

氏名                    卒業見込日  

住所  

  

電話番号                E メール  

 

現在所属しているか過去に所属したことのある組織： 

 

 

 

 

就いたことのある役職： 

 

 

 

 

特に興味のあること／趣味： 

 

 

 

 

将来の職業プラン： 

 

 

 
 

別紙に、なぜシグマソサエティに入会したいのかを述べてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付                     署名  

 

 

申込書は、                      までに、 

 

  

  

へ返送してください。 

Ｆ-1-∑ 
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クラブ保管（部外秘） 

 

入 会 申 込 書 
 

 “Ｓ”クラブ 
 

氏名                     

住所  

  

電話番号                E メール  

 

現在所属しているか過去に所属したことのある組織： 

 

 

 

 

就いたことのある役職： 

 

 

 

 

特に興味のあること／趣味： 

 

 

 

 

将来の職業プラン： 

 

 

 
 

別紙に、なぜ“S”クラブに入会したいのかを述べてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

日付                     署名  

 

 

申込書は、                      までに、 

 

  

  

へ返送してください。 

Ｆ-1-Ｓ 
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認証申請書 

 

 

 

 

国際ソロプチミスト                 （クラブ番号         ）は、 

 

                        シグマソサエティの認証を申請します。 

 

 

認証日                      チャーター会員数  

 

 

認証状送付先 

 

氏名（フリガナ）  

 

住所（フリガナ）  

 

ＴＥＬ  

 

 

 

 

E メール  FAX  

 

署名  日付  
      （クラブの会長またはセクレタリー） 

 

 

Ｆ-2-∑ 

Shi 

--Ｓ 
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認証申請書 

 

 

 

 

国際ソロプチミスト                 （クラブ番号         ）は、 

 

                         “Ｓ”クラブの認証を申請します。 

 

認証日                      チャーター会員数  

 

 

認証状送付先 

 

氏名（フリガナ）  

 

住所（フリガナ）  

 

ＴＥＬ  

 

 

 

E メール  FAX  

 

署名  日付  

      （クラブの会長またはセクレタリー） 

 

Ｆ-2-Ｓ 
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クラブ保管（部外秘） 

 

 

                           
クラブ名 

 

 

役 員 名 簿 

 
（    年   月   日～    年   月   日 ） 

 

会 長 

氏名： 

住所： ℡： 

副 会 長 

氏名： 

住所： ℡： 

セクレタリー 

（レコーディング） 

氏名： 

住所： ℡： 

セクレタリー 

（コレスポンディング） 

氏名： 

住所： ℡： 

トレジャラー 

氏名： 

住所： ℡： 

Ｆ-3 
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 認 証 式 通 知  
 

 

年 月 日 ２０   年    月    日 （  曜日） 

新 ク ラ ブ 名 
 

会長 

スポンサークラブ名 

国際ソロプチミスト 

 

会長 

時  間 式典       ：     ～      ： 

会  場 

 

 

 

ＴＥＬ（    ）     － 

※ 勝手ながら認証式は関係者とスポンサークラブのみにてとり行います。  

 

 

   認証式典出席依頼 

 

     ご希望に応じて、認証式にガバナー、または代理が出席いたします。 

     なお、2014年度よりプログラム委員会からの出席はありません。 

     経費はスポンサークラブの負担となります。 

        （東リジョン LAWS手続 I スポンサーしている組織 2認証式及び財務 参照） 

□希望する    □希望しない 

 

     ※希望するに✓されたクラブには、出席する役員を後日お知らせいたします。 

Ｆ-4 
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年  月  日 

 

国際ソロプチミストアメリカ日本東リジョン 

プログラム委員長 

               様 

 

国際ソロプチミスト          

会 長                

委員長                

 

変 更 届 

 

国際ソロプチミスト      がスポンサーしております下記クラブの名称に 

変更がありましたので、お届いたします。 

 

   旧クラブ名：                         

 

   新クラブ名：                         

          

   変更年月日：     年   月   日 

Ｆ-5 
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年  月  日 

 

国際ソロプチミストアメリカ日本東リジョン 

プログラム委員長 

               様 

 

国際ソロプチミスト          

会 長                

委員長                

 

クラブ廃止届 

 

国際ソロプチミスト      がスポンサーしております下記クラブが廃止とな

りましたので、お届いたします。 

 

  ク ラ ブ 名：                          

 

  廃止年月日：      年    月    日          

 

  廃 止 理 由：                           

                                

                                

 

 

Ｆ-6 

 



 34 

 

年  月  日 

 

国際ソロプチミストアメリカ日本東リジョン 

プログラム委員長 

               様 

 

国際ソロプチミスト          

会 長                

委員長                

 

変 更 届 

 

                      のスポンサークラブに変更があり

ましたので、お届いたします。 

 

   旧スポンサークラブ名：                         

 

   新スポンサークラブ名：                         

 

   変更理由：                                                            

          

   変更年月日：     年   月   日 

 

Ｆ-7 

 



 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

                    

2018年 7月改訂 


